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　　コ〃り一トの聯養生に關しては1932－1934年ソ聯の研究及施工報倭があり，本誹rに於て

はその頃紳二四專の巽二品，京大の近藤轍授，少し遮れて昭和16年以降建設省土木技術研究夙の

島田技官等の：貴重な實二二研究があり，施工には昭和22年i月筆者の研究施工と偶然時を同うし，

然も何等相亙の連絡無しに本州では日磯，、北海道では本學大坪敏授，一木助敷三等の施工例があっ

だ。一　　　　一

　　北海趙め様に酷寒申でも認ンクリ四ト工事を行なはれなければならなV・地方では極めて重要，

且緊急解決を要する問題であって筆者は多年縫回して來た寒地施工，即ち寒地特有の三三條件を克

服すべき材料及び構二物に：關する研究の一環をなすものとしセ全く猫自の立場から施工を主題為し

て着手しだのでありて，既に建設工學第2號，技術と肚會第1巻第5號2回忌第2巻第1號誌上¢

於て・昭和22年初頭の研究成果を混用した二二叡ヒげて・施工法を読明レ，、仕様の概略を述べた。．

　　賦て昭和22年末より昭和2回春に至る冬鵬・北海道御で樋の離物噸施したこ

れら三二技術の基礎となったものは，基礎的二二の結果℃南って鼓にはその一部を述べん聞する：も

ρである・　　、　　　　　、　　・　・、

舐　耕蝿・の概要

　1。目　　　的

　　本研究は實施の際最：も重要な基礎資料を得る爲，先づ次の諸鮎忙目的を置V・た。

　　①　電極三二と軍位賭面積託りの電流密度，軍位容積託りの最大電力及び電力量並にコンクリ

　　　四ト淵度の上昇ナ伏況　　　　 ．紹@．　　　　　　　r㌧　　　死

　　働電氣難四通養生の場合ρ・シクリートの弓鍍上甑

　　雌）コングリー1！の混合水に海水を使用した場合の同上の關係．、

　　αV）コンクリート温度の均一上昇

以上に關する實瞼の種類は次の4種目した。　　　　　　　　　’　　　　　ド

　2．供　試　膿

　　供試燈ρ寸法購1面10・無x10・m司00・m2，長さは，20・40・60，．80・100及び120・mであっな

が，前項（III）の場合には長さをユ00，150，2δ0，250及び300・mとしだ

　　型枠は総て厚6分級の木製でボ陣ルト締め，或は核i止めである。，



　　　　　　　　　　　　　　　　コンクリ陶トの蟹：氣養i生に驕する研究　　　　　　　　　　　　　　　冠9

　　使用セメントは国学擦跡であるカ・，新品聖運融繍で，そ骨格灘は・表一iに示ず

、通りである。、　　　　　　．　　　　・　’　　　　言詮　使用セメントの規格三三成績

　　セメントNo・1は親吊で規格に合格す

るものであったが・これ以外は貯藏品であ

り，N・・3は風化の齢特恥し軸ので

あったので本報告に載せる事は躊躇し潅が

練上り温度及び室温の低いものであるから

　　　　　へゆ
何等かの参考にもと思って載ぜ％。

　　骨材は2種類で三一2に示し，三分試

瞼成績ば圖一1の通りである。

離　　脅漱齢斜鞭結集　　＝囎熾
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　　加水量は75％前後でスランプ15細17cm

の軟練りであつて一種類3個以上を製作し

同一條件で比較し％。

　　水中養生迄は表面は何れも無被覆であ

る。

　3・電極及び電墜，

　　電極は現場施工に最も使用範團の廣い
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於賢瞼（IV）に傾用した海水の蠣分含：量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採取揚所3小樽港内築港工揚附近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒸畿残亨査1＝　3．73，　381，　3．70タ6　　　　ZF均『　3．75％

亜鉛引8番鐵線を10cm×10Cmの断面に於て爾端に夫々1本どした。

　　電墜は普通低歴交流の100V及び200V級で1観測中．±：5v・1tの．上下があつたが現場の條｛牛に近

からしめる自的もあつて特に電歴の調整は行iなはかつた。

　　純通電時間は大略器～24時聞程度であつ旋。

　4．測　　　定

　　供試龍に：ついては電願，電流，価ンクリー1遡度及び室温を測定じ％。

　　電圧i琴は横洞製精密級朱直型電填♪ミ言一1・　（SOOV，　150V）
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電流は横河製油麿級箱型電流計（250V，5友ユAmp）を用ぴて観測し｝コンクリ解ト三度はアル

罰一ル棒欣温度計〈一1G℃→・10G℃〉を供試膿内に約．

髭の・己録の鞘・． ｦ一・の鋤であ・・

　　以上4種の丁丁ゐ二丁件は二丁の通りである。

　　叉とれらの観測値雲量小自乗法によって庭晒し

て一町の關係曲線を見幽した。‘

　　　　　　　貫　臓：　山　　！ρ燗・！ρ，・4で鎚1ロ。ノ
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．供試艦の寸法は叙上の通りであるから三二モルタルの例に倣ひ，狸聞20cm』で抗折彊度を取抄シ



　　　　　　　　　　　　　　コγクリ簡トの電氣養生に瀾する研究　　　．．　　　　　　　　　　　1騒

折った爾端賢耐墜張度を濁崩し疫。．

　　汚塵は3日・7日・・4日灘日で蹴（IV）では此の夕絆ケ旧び・吟の難陵灘を三三』

　　供験艦ゐ内，電氣養生のものは24時閥の蓮綾通電終了後2～3時聞を置い℃，叉普通養生のも

のは郷後48時墜軸曜晩徽に，’ 賦T論して15一鯉の働・｛・で養坐臨

　　　　　　　　　　　IIL　異種電極間隔盈電流密慶及び電力騒

　L異種電極聞隔と電流密度との蘭係

　　一般に異種電極聞隔が小ならば電流密度が急激に上昇してpeakを表はし直ちに下降し，聞隔

が大となる犀件って電流密度の最大値は低下し曲線はr二になり，通電開始よりの二二が長くなる。

　　而して異種電極聞隔と通電開始時の初電流密度及び最：大電流密度とは大中中曲的關係にある。

即ち實瞼式で表はせば次の通〃である。　、

　　　　　　・・，鰍コ嘉・…一……・………一……・一………一…・一……………・・…燭・

但し，ん，1鵬、器夫々初電流並に最夫電流密度（Amp！100嘩舅）・　一

　　　　　　鵬異種電極間鰍・④、

　　　　κ，φ嵩セメントの帰質，コンクリ四トの配合，水量，熱の放散等による定数

而して最大電流密度と初電流との比　　　　　　　　　　謳　　　　　・・

　　　　　　ム、、ax零墨1．16～1．61　干均1二39である。

これらの値は二一4にます通りである。而してこれらは電極及び分岐線の容量決定に必要なもので

ある．叉セメントが古くなれば電流密度は・の増大に俘って減少ρ度力移い。

　　・セメツトの新し暢合にゆの増　　．「表4κ及ρの値

大に件って1の減少率の小さいことは

注目すべきである。特に剛堅の高い時

臆の髄がよ興れてるるρ同じ電

流密度でも¢が増大した場合100Vと、

200Vとではその電墜に必ずしも此例

しない。これはVIIに述べる接燭抵抗

の爲であ9て：オ四ムρ法則は適用され

ないのである。

厭異種電極間隔と電力董との關係
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異樋電極闇隔とコンクリ榊ト1立方米當勢所要電流との關係は次式から求められる。

　　　　1・〕臣島　1　119L≧≦1～｝≧≦」茎gqL　叢＝2二　×io・1　　＿．5．．．．．．．、．．．．．．∴．＿．，．，＿＿．．．．＿．．．．．．．∴．．．、．＿＿．．．．，（三～）

　　　　　　　　　ω　．　　　　　　　躍　　競

隣
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鍔上電力は

　　　　　　・月卿・・4…一・・…・……・………・…・……………一・…∴……一…個

　　但し10論ン列一ト1m3當嬬流量（・卿！mり　　　、

　　　　’　φ謡同上電力．（k画m3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　噛

　　これらを初電流，最：大電流，並に初電力，最大電力に關しで，實瞼（D及び（IV）につV・℃求めれ

嘩1葬睡の声帯鵬一同寸つ卸ン列一ゆ電籟生に必蝋難器主回瀾
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の關係が得られる。

　　コンクリートの温度上昇は電流密度の外，1氣温，コンクリート容積及び冷却面鱗被覆の程度

の函数で僅かの三三から律することは出來ない。

　　鯛の凹型礁聖慮態赦㌣クリ尋額砂版面羅綿畷階下に於け禍
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　　嶺験の結果か蝿大電流密度撫ンクリ…最高盤との關係を求めれば離に關廉三

線的であっ烈斌の鋤である1
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2．　電極闘隔とコンクリ陣ト温度

（4）式を（1）式に一瞬龍華欄瓢隔即クリ面出温卑實瞼翻／

の關係が得られる。

蝕に：〃〆，忽は常数で表喝に示す通りである。

3。電極間隔とコンクリ僻ト丁度上昇率並に最高温度に達する時間と

　の關係　　　　　　　・　　　　　　　隔　　　　・　表弓
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忽1蝋＝コンクリ脚トの最高温度（℃）：　　、　　　　　　　　　　　　・

’1。臨＝最大電流密度＠ノψ／100cm2）
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－β，超及〆の値、

　　コンクリ四ト温度上昇と維三時聞との關係曲線は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實当番號
最初の勾配は急で最：高濃度に回すぐに俘って綾にな．

・．雌で暇初の激四壁・を直線で郷だ1｛

ものを取って温度上昇奉躍C／hr）と開脚隔轡と　正

2關係を求め鰍卿である・　　　耐
　　　　　　　　忽！・　　．　　　．　　　　　　　・
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　　融に忽！，F！＝常激で』表一7・の値を取る。
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厳に乙〆，〆”＝常数で表一8に示す通りでφる。
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度が低ければ一定温度に迄上昇するに要する時聞が長くなることは當然である。‘．

　　IIH，　IV－1，2，3を：一括して各實門別に下表にすれば圓一9醐12に示す通りである。‘
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　　叙上の供試髄につV・て得られた工賃，耐塵破壌弧度は各實層別に學げれば次の通りである。．

　1。實　　　験（1）

　　實瞼（1）に：於ては電流を通じて高温にした場合■と然らざる場合とに分けて3日・7日・14日及び

　齢
艶日の強度を取り材齢と十度との關係を取り纏め℃（8）式を得た。

　　　　　、ぴ角・。＝oノ廊．一…・……………一・……．一・・一・……………・…・・…∴丁（8）

　　敢に％，％踏夫妄コンクリ四トの抗折並びに耐墜弧度（kg！cmり・

　　　　　　軒下上土（日），　o，4＝封土で表一9の通りである。

　　而してその繊を示せば表一10の通り鴛党折，　　、表一9・及4の値

欝鷲欝雛蕊’1．；一、竿、／，、士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　普瓶藝…生　　‘　5．55　　　　－3．7　　　　16．84　　　十11．9
の強度の等しくなる時が來るものと思はれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電氣養生　5．04　．0　，エ6・05　＋24・9
　　今試みにその材齢及び強度を求めれば次の通りで　　　　　　　　　　　　　　．　　一．

ある。、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図
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抗折弧度　　、2征53日

夏霞張出　　Z蔑271日

％窺　371｛9／Cm　2

ぴρ二こ290kg／c取玉2

表一10∫材齢と強度との・關係
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　　叉28口迄の各材齢張度比は表

滞欝飛下示r灘〉…
＆・實　験（lv）　　　ト陛ご2σ・
　　實験（IV）に於ては章瞼（II）・σII）　（1）普濫養生　　8・0

妙顛であるが貯藏セメントを用（2）繍養生　4・6
　　　　　　　　　　　　　　　　　比（2）3（1）　　0・57
ひ淡水及び海水使用，普通養生及び

1表一12　材齢毒張度との關係表
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1・・ P蹴
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割41：13

電氣養生の各種につき∴材齢は3日，7日，

28日，孚年及び1グ年の5種である。

　　この彊度増進の蘭係は（9）式に示す通り．種　別

の蜀数曲線が最：も近い。

　　　∴熔（罵諭…”⑧醐養生｛

　　ピ弟耀数で麹に示す通り舗養生｛

　　　　　　　　　である。
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　　而して各親臨に於ける強度並びに彊度比ぱ表一14、に示され，逸材齢28日の弧度を1として他r

の材齢の強度を比較すれば表一15の通りである。　　　　　　　　　　　　　侮

　　叉圖示すれば顧騒藷，3，ゆ渤である。　　　・

　　　　　　　　　　　　　　表一14「材齢と張度關旧主
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翻らの糸課を総崩れば惣鋤である・．

（1）普通養生・淡水纏りと海丞練り　　　一　一　　　　　　　『　　　　　　『　　毒

　海水練〃、のものは早期の3日細7・日に於ては大艦淡水練りに優るが，一個年後になって海水練
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1総　、　　　　．糎、倉忠罵
抄は回折強度76．5％，、耐前張度130，2％となる。

　（2）淡水練り，普通養生と電氣養生

　　材齢7日迄は大艦電氣養生の強度が上廻ってみるが28目は逆となり，一個年後には普通養生に

此して抗折民度85．6％，・盤面心心80．b％となった。

　（3）淡水練り普通養生と海水練り電氣養生

　　大艦に於て海水練嬬氣養生が劣って，学齢と共にそめ低下が著し臨一個年後には抗撚度

　　　　　　　　　　　　し
82．5％，耐弓張度69．奪％となってみる。　　　　　“

　（4）電車養生淡水出職と海水練り　　　　、．　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　概して海水練りの方の張度は低いが，材齢と共にその比が小さくなってみるのは興味がある。

抗折，耐墜張慶は夫々一個年後には淡水練りめ場合の96．5％及び86，6％である。

（5）海水練りの普通養生と電氣養生、

　　電氣養生の：方が嘩抄且つ元治と共にその比が大になって行く。即ち一個年後には抗析弧度，耐

墜三度夫々107。9％及び115。2％鷺示してみる。

　（6）一般に電出養生Q強度が温温①に比して低下し℃みるのはセメントが古V・爲であらう。新し

いセメントについて行へば叉異った結果を得られると思ふ。

（7）電氣養生の抗難論度が早期に：於℃特に高V・のぼ著しい現象である。

　　　　　　　　　　　　　表45　材齢と強度比較關係表
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L7

　　　　　ぎ　　　　　V工．　糎盛多櫓糊の瀞魔藷凝結聴間及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　回歴強二三の三傑

　享・セメント糊と凝結時閥との關係　　　　　　　，

　　供試艦寸法は4×4x’10Cmで凝結試験の標準稠度とし温度を一定にしてに1，5，10，15，20，25，．

塀㈹蜘脚保ちその繍・鋼を齪し継れら両脚内2ぴ卿下鷹灘及び麟
．室内，それ以上は電流を通じて1～5分闇で目的の温度迄上昇せしめ無被覆のま工電墜を力戯しつ

蕊温度を一定に保ちミハエリス凝結試験により凝結の始獲と絡結とを測定した。

　　その目的猛度に達し℃からの凝結時間と温度との關係ば圖46に示す通り大艦双曲線的關係に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［



罰ンクリートめ電氣養生に關する研究

あり，（1α式を以って：表ぼされる。

始褒

絡結．

、玄玄に

≠豊470／70・甲

賢215－3．84（25－T）

＝＝30芝600／τ【’76

診＝2，350／2ワく丁＝6

瓢463謡11．4β（27一一丁）
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≠＝凝結時間（分）
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1信組’

T＝セメント糊の澱度CC）』
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…………………………胆……（ユ0）r

この際60℃以上は殆んど直線的で饗化が無い。

　．2　セメント糊の凝結温度と三三張度との關係

艇の脚絡りた供試脚・陣中回し翌・よ16晦2三脚の水回
生し，7日目の耐座三度を擬回した。・

　　三吉果醐47に示す渤旛って，蔀細・縣法によって蹴式を作製野洲・）式

の通、りである。

　　　　　　σo＝＝73．3十223T－227Tl・5　・・・・・・・・・・・・・・・…　。・・…　ゼ・。一・一一・・・・…　。・・一・・…1・一・一・・・…　（11）

　　蝕に％＝セメント糊の材齢7日の墜縮張度（kglcm2）　　　ヒ

　　　　　　卸＝セメントの凝結中の温度（oc）　　、　　　　　　、　一

二三の醐蹴㈱廠．蟷澱鵬馴C附近畷も早期搬膿揮する麟ありジ（11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　式よ抄求めれば次の通りである。
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　　　　　　　7＝43。σ

叉この曲線によれば7＝59℃を超過すれば漸次弧度が低下図るのであって電氣養生の三三も注意

すべき事項である。

　　　　　　　　　　　　V既　調ン’クリ幽浄濫麿の均一なる三舞・

　　コンクリートに電流を通じて保湿或は加溢する場合，コンクリート膿全禮の温度が凡べて均一・

に上昇することが理想であって最も重要な事項であると共に叉困難が多い。今これに關する諸要素

を墨げれば次の通りである。
　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　コ　　　　　し

　　（1）コンクリ四トの湿捏；μこ態

　　（2）．コンクリ四トの練上り温度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　（3）冷却画の歌況

　　ω電極附近の電流の歌態．

　　（5）コンクリ門ト溢度の上昇速度

戸　（6）電極の設置方式　等。　　　　　　　“　　　　　　　　　　　．　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　（1）コンクリートの況捏厭態

　　一般にコンクリ阿1｝は全瞠が杢く等質であると考岱られない。理想を言へば，骨材は細粗適度

に混合し，その聞隙を山口ヒト糊が均等に行き亘ってみるづきであるが，實瞼室に於て製作される

鰍翫さへ全く同や＠は得ら嫡彊脚瀧生麹大きな原因をなしてみる・況んや鶴

嚇造物に撃ては・滞陣三三工しても部頒蹉異姓する・とのあるめ騨ろ離であρ

て，構造物から抜き取ったコーア¢囎度が濠しく不揃ぴなのは，コ四アを抜取る技術に弔よること

飾脇方脚際の不鯛瞠る・と力旧きな姻である拷へられる・甚しきは鮒の艦を

見るととも少くない。

　　との様な状況に於てコンクリートに電流を通す場合，セメント糊の濃度の大きな塵，水量の多

咽所には離が多四って澱の上題鋤であるの飯し瀦ら幽音粉は搬の胴群れ
聯⑳る・叉・開は蘇の不鰍であるカ・ら・．・慨働セ・・三三生す・蜘鱒は

つて暖められるのである。從って粒度の粗い骨材〆）附近，或はセメシセ糊¢）少V・部分はどうしても

温度．L昇が遅れる。骨材の分離してみる個所は特に甚しいのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
　②．コンクリートの練上り温度

　　一般に，コンタ．リ面ト濃度と電流量とは亙に相關關係があって，電流が多く通れば温度が士昇

しイオン電導であるから鑛結する迄は，溢度が高ければ通る電流量は多い。との相封的關係に於て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　』
凝結開始迄はゴンクリ陣ト温度は上界する。　　・　　．　∫

　　三って通電の最初に右回1斐の高い部分は低暗β分よりも電流が多く通り・搬熱量は電流量の

2来に比例するから盆六温度差が開いて來る。　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　・
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　　　酷寒中のコγクリ四ト施工匠混捏水或は骨材を暖める場査ドーバッチ，一バッチの3ンクリ四ト

　が九べ丁均一な温慶で打込まれ，然も杢膿一様な溜度の下で霜流を幸すととは到底望まれない。戴

　に生する最初の温度差は電流を通することによって谷地大きく．なるのである。　・

　　（3）冷却面の欣況　　　　　　　。　　　・　　　　　　　．　　　　　　　、，　　　’・，

　　　コンクリ四ト龍に電流によるジ．回ル熱が稜生しても，外部からの冷却がより大ならば，その部分

　のコンクリゆトゐ一度は上昇しにくい。コンクリートの容積と冷却面積及び外氣温揮これに關係する。

　　　木製型枠の保富力は大であるから，型枠面からの熱の放散量は∫ヒ較的僅少であるが，露出面が

大きい場合ここからの放熱量嬬大であって｝露出面から内部に至る温度の傾度は熱傳導の方から算

定出來る。

　　（4）電極附近の電流の1伏態　　’＿ 　　。　　・’
　　　一般に抵抗の異る連面した通路内を流れが移動する場合，・その抵抗の攣換黒占附近に於て必らす

異常状態が起る。水流の場合kは渦流その他の三四流となり，・電流の場合に：は接醐抵抗と名付ける

抵抗の存在を考へてるる。而して相接する2導髄の抵抗差の大なる程，その接燭抵抗は大．きい。電

極が金属とすれば，これとコンクリート馬ではその導電率に大差があるから當然その接直黒占附近の

抵抗は木ぎV・筈である。噂　　ず　　　　　　　　　　　　、

　　　とこに面諭の烏部的降下があり，幽實験によれば端子電巫100▽の場合，電極の附近僅々1～1．5

cmの閥で15ん16▽に達してみて，これ賦コシクリ四トの全面に回板を接せしめても，程度の差は

あるが撹碑面昂る・と鶴勤ま軌・の爲庵脚に醒オ嚇の法則髄細る舜
は出心ないのである．嬬線から電極迄鷹子電導である魁・ンク浜晒では材ン電池あ

るから・その踊附近には異常現象が1勘得て，「これ蝸所の電願下を起す・この爾電騨近の

三三降下の傾度と中間の電塵傾度の聞の畑島の圓論語場合に最も濫度差カミ小さい。

　　次．に鐵線の様な小さV・表面から廣いコンクリート内に雷流が通るのであるから，その流線はこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ

こに集中する。即ちこの部分の電流密度は特に大となる。

．．以i・3つの臨畷象はコンクリ・一内・剛臆曙別々温総別　憎ンク論議

’三度の不均一を生ぜしめる原因となる6．　　　髄　　　　　　　　　　　　　　　　f
　　　　　　　　　　　　　’
　（5）コンクリβ膿度の上昇速度　馳　．　　　　　芦

　　騨は水口同論鰍恥い麟温んで鋤・鳩チを入れたま・にして紺ばそ嘩樋

蹴殆んど鍵レとの主な通路蟷剤i廟髄撚熱量は大であるが，Pその他磯蝦の少三

分は畿熱量p多い部品からの傳導熱に助けられで暖められる。この獲熱速度と“贈速度とが同率な

，らば理想的の均一な温度の上昇が得られ，「爾者に相異があれば不均一となる。而して嗣ンクリート’

の鴎熱係数は小であるから，ジェ四ノL熱による溜度の上昇民度を大にすることは好ましくない。即

ち施工上はなるべく電流量を少くして三度上昇を緩漫にナべきである。

　　．今實瞼1，II，　IH，及びIVの供試禮に就て，電極聞隔ω及び淵度上昇卒とコンクリートの電極
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附近並にその他の部分の醸差との關係を嚇すれば圃一18及齢1一ユ9の渤である・・れ駄

れ幽メシゆ繍の繊及弓隠の齢量はつて撹れらの騨幽異が夢って撃て斯
深いことである。，即ち電塵200Vで，新らしいセメントでは異骨電極門門κ二40cm附近，貯戯セ

メントでは’40～60cm或は80cmの附近である。
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圖・一18

　　叉，温度上昇率からすれば實験1及びIIぽ

知1G℃／臨並に’5℃／時のB寺，實験IIIでは23

．℃／時の時に温度差が最：も大きく，更に上昇速度が

大となれば温度差が小さくなるが緩漫である。實

験IVにあっては温度上昇率と温度差と。は殆んど

比例してみる。「 ｱれは（4）と密接な關漣；があ窮

：更に稿を新たにするつもりである。

　16）電極の設置方式

　　以上の電氣的特質から考へれば，、鐡線上は鐵一

棒電極の場合には，同種電極聞隔を密にして鐵網

厭にし，異種電極間隔はなるべく離隔せしみて設
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　　　圖ソ夢，　　ゼ．

，7クリート混農島昇・季一羽隠差

〃　　　あ鋳　　脚　　β夢　　露》　　溜　’・鯉嗣　　露》

　　　　愚慶上一昇率‘噛）

　　　　　　　岡嶺9

回し，上灘欄恥欄さ瞳暁嬬墜はなるべく低、くしμ臨工すき粋ととなろ・

　　1断面が小さくても三線或は鐡棒を1本だけ電極にすることは極力避ける賠きである。特に直接
　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　ぜセ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

垂直下方に漏洩して電極と地面との閣の温度を特に上昇せレめるから注意すべきである。

　　以上ρ三度の不均一・上昇の原因を探求することによってその覇策は自ら定まるのである。

　　（1）陶（3）は普通コンクリート施工の際の技術的常識であっ℃，良V・コングリーたを作る方針そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！のものであって診特に電氣を通す場合にぱ充分注意したい事項である。
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　　（4｝陶（6）は電極設置上栖崎て軍要な事項であって，同種電極間隔を密にし，異種電極聞隔κを

大漁るカ・騨幽して激瞬を搬にする・とが蝋聯・・撤一・・
　　これらの其膿的資料は極めて多いから次同に報告したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　Vm．　賢　　施　　例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　本研究を基本にして昭和22年春以降23年春迄實地に施行した電氣養生の中，筆者が直接，間
　　　　　　ノ　へ
接にタッチした工事例は表一16，に示す通り現場数18，構造物の種類20で，その内No，31～46に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
つV・ては建設工痩型第2號に詳蓮；した。　　　　　　　，、

　　今No。77以下につV・て少しく町明を加える。

　　N・銘N・98州璃N・99は懸飛脚第2郷頁臓の融繍聯吉徴5）妹同郷で

聯納敵餅腋はりつ脹手の方向嘩流齢したのである・　㍉　　σ
　　No・98陶3，4，5，は鐵線を30c甲開隔に垂直に埋込んだもの，　No・107は施工後，鑛業所から報

翫受け描㊧腸？て縞聯m願誓麟賊麺押込ん規のであるが・1本を1博した

爲搬の穐一陣しも擁す騨電極羅の例黙る・
　　No．100細4，5は鐵線を：1本水『三に埋込んだもの，・No，103は樋に：鐵線柔はりつけセコンクリ隅

四脚弱しめたもの餓脚共に芳ばしく翫少く粥購瀦騨黒煙表した通川～
15cm程度にして埋込み，電極数を節約すべきで綜ない。この様にするととによって電極附近コンク

リートのヂシタルピーも増加せしめ得るのである。そうでなければ通電中は電極附近のみが過熱さ

れ，通電を停止すれば忽ち温度が降下して均一な温度の上昇は望まれなV・。

　　No．104は内外型枠の躍動内面に同種電極間隔25～30cmにしてはり付け，内外平板闇に電流を

通した。

　　Ng　90は選α104と同檬の設罎でi艦種電極間［1高約20c鴨にし疫。　No・9！，92・．93は構遭鐵筋の

．1三吟嘩厩興鵬N・・0轡93は筆都曜凱聯で躰継嚇式鮒畔道支店ゐ
緊急戯事に協力したものであって覗器皿の聯養生施工とし刀巌も樋雌雄し議麟資料

を得たもので本學部彙報に報告するとととした。　これは電流を通した場合の鐡筋ゐ附着強度の實験

も行った。　．、　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　：

　　No・94は床版上面も堰板で覆ひ，上下堰板内面に1mmφ鐵線を10cm中隔にはρ付け％。三障

筋三面であったが温度も比較的均二に上昇せしめ得た。

　　No．95，　No．104は別途報告しだいp　塵

　　No、96は堰板面に垂直に鐡筋の闇を縫って電極を挿入した1．

　　叉No。77へに軽しては土木抜術誌第3巻，第5號に井野赤華華業所森田黒義氏によつ℃磯表され．

てるる。

　　翻らの電禰醐勲圖一5－9再試すれば騨徽以の伽あ耽とを知る・・，



呈66　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　板　　　　倉　　　　，1塾　　　　蕊

　　以上實施例の経験並に研究の糸・㌃果を取繊め北海道炭磧技術會土建書区會よリコンクリートの電氣

養生施工法と名付けた小刷子を獲刊し施工に便してみる。
　　　　　　　～

　　　　　　　　　　　　　　’　xx：・結　　　　「識　　　　　　　　．　　　・

　　本研究の各項によリコンクリー面一タ至・淵度に保淵養生するに要する適訳な電認識電桓燗隔，

電流密度及グ帝位容積に劃する所要最大電力の馬出を狙た。これは数多ぐの施工に於てコンクリ僻

ト全膿に：通電する際，現地の種1々の條件によっても10～20％の誤差内に入るものであって表一ユ7に

示す通りである。

　　　　　　　表一17　電鵬異種電極闇玉高：大電力及びゴンクリート濫度差出表

電

（、兀Q】【）

200

r100

　50

異種電極聞階

　　（cm）

コンクリ｛ト1m『當り

90～120

30～40

コ0～15・

最大電力（Kw）最大電力量（1くwH罫

3．5～5．5

4．0～6，0

5．0～7，0

65～85

70～100

85～135

最大電流密度

（amP／玉00cni2）

0．】7～0．20

コシクリ四ト

最高温度（℃）

40～50

　　而して特に施工に際しては111の各項を充分に熟知すべをであ．る。

　　叉，本報告の研究完成後更に良質のセメント或は特殊セメントの出廻るのを待って特に弧度關

係を調べたやと思ってみる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　コンクリートに鉗する交流の影響はセメントの三思成分よりすれば軍なる熱的効果のみで，化

』學的に顯著な作用は無いと考へられる。　　弘　t　　　　　　．　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　三って化學眺特殊三分を有ナる寒地痢の特殊セメントが大量に〒b販される様になれば電氣養生

・施土も絡を告げる時期が干るものであ「らう。

　　筆者の研究室には各加ゆ御趨により・j・さ昨ら』2虚名の研獺が入室して翻可能の低

温室が忌詞したので本格的に：寒地施設ε研究を進めることめ出來たことを欣快とする。・

　　　　む　　最後に本研究は寒地材料及構造物と題する巨富研究費の補助を得，、更に色々の面で御支援を得

浸北海道廉河川課，石狩川治水事務所，札幌，小樽各土木現業所由¢大成建設株式會耐，鹿島建設

株式會杜，弘道工業桝式乙丸，各札幌支店，料式會耐菅原組等各民間會砒，並に徹夜研究に献身的』

協力を得た太齋助手の外，當時の土木工三際生橘均西澤道夫，淺肝春三山奈須男の諸君に

深く感謝の意を表する次第である。
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